
様式例第12号の１

和 解 の 仲 介 申 立 書

平成 年 月 日

農業委員会 御中

申立人 住所

氏名

１ 相手方の住所及び氏名

２ 紛争に係る農地等の表示

地 目
所在・地番 面積(㎡) 備 考

登記簿 現 況

３ 申立ての趣旨

４ 紛争の経過の概要

５ その他参考となるべき事項

（記載要領）

１ 法人である場合は、住所は主たる事務所の所在地を、氏名は法人の名称及び代表者の氏名を

それぞれ記載してください。

２ 和解の結果によっては利害関係を有する者が生ずることがあるので、このような利害関係を

有する者があると考えられる場合には、その者の氏名及び住所（法人である場合は、名称、代

表者の氏名及び主たる事務所の所在地）並びに利害関係を５の「その他参考となるべき事項」

欄に記載してください。



様式例第12号の２

和 解 の 仲 介 申 立 調 書

平成 年 月 日

１ 申立ての年月日

２ 申立人の住所及び氏名

３ 相手方の住所及び氏名

４ 紛争に係る土地の表示

５ 申立ての趣旨

６ 紛争の経過の概要

７ その他参考となるべき事項

以上は、申立ての内容に相違ありません。

申 立 人 住所

氏名 印

調書作成者 氏名 印

（記載要領）

１ 申立人の氏名(法人にあってはその代表者の氏名)の記載を自署する場合においては、押印を

省略することができます。

２ 法人である場合は、住所は主たる事務所の所在地を、氏名は法人の名称及び代表者の氏名を

それぞれ記載してください。



様式例第12号の３

和 解 の 仲 介 の 開 始 通 知 書

平成 年 月 日

申立人（被申立人） 住所

氏名 殿

農業委員会会長 印

下記１に記載する和解の仲介の申立てに係る紛争事件について、その和解の仲介を行なうことと

し、農地法第25条第２項の規定に基づきその仲介委員を下記２のとおり指名したので通知します。

なお、今後、この事件に係る仲介手続きは、同法第25条第２項の規定により仲介委員が行なうこ

ととなりますから、御了知ください。

記

１ 事件名及び当事者の氏名

平成○○年仲介第○○号○○請求事件

申 立 人 氏名

被申立人 氏名

２ 指名した仲介委員の氏名 農業委員 氏名

〃 氏名

〃 氏名

（記載要領）

法人である場合は、住所は主たる事務所の所在地を、氏名は法人の名称及び代表者の氏名をそれ

ぞれ記載する。



様式例第12号の４

和 解 の 仲 介 の 開 始 通 知 書

番 号

平成 年 月 日

都道府県知事 殿

農業委員会会長 印

下記１に記載する和解の仲介の申立事件について、その和解の仲介を行なうため、下記２のとお

り仲介委員を指名したので、通知します。

記

１ 事件名及び当事者の氏名

平成○○年仲介第○○号○○請求事件

申 立 人 氏名

被申立人 氏名

２ 指名した仲介委員の氏名 農業委員 氏名

〃 氏名

〃 氏名

３ 紛争の概要

(別紙申立書写しのとおり)

４ その他参考となるべき事項

（記載要領）

法人である場合は、氏名は法人の名称及び代表者の氏名を記載する。



様式例第12号の５

和 解 の 仲 介 の 申 出 書

番 号

平成 年 月 日

都道府県知事 殿

農業委員会会長 印

下記１に記載する和解の仲介の申立事件については、下記２の理由により当農業委員会において

和解の仲介を行なうことが困難（不適当）と認められるので、貴職において、和解の仲介を行なわ

れたく、申立書を添え、農地法第25条第１項ただし書の規定による申出をします。

記

１ 事件名及び当事者の氏名

平成○○年仲介第○○号○○請求事件

申 立 人 氏名

被申立人 氏名

２ 申出をする理由

３ その他参考となる事項

（記載要領）

１ 申立書又は申立調書及び申立人の同意書を添付する。

２ 法人である場合は、氏名は法人の名称及び代表者の氏名を記載する。



様式例第12号の６

和 解 の 仲 介 期 日 等 の 通 知 書

平成 年 月 日

申立人（被申立人、参加人）住所

氏名 殿

農業委員会

仲介委員 氏名 印

平成○○年仲介第○○号○○請求事件（申立人○○、被申立人○○）に係る和解の仲介を、下記

により行ないますので、御出頭願います。

なお、やむをえない理由により当日出頭出来ないときは、代理人を出頭させることも可能ですが、

この場合には代理権を証する書面を提出してください。

記

１ 和解の仲介の期日

平成 年 月 日 時より

３ 和解の仲介を行なう場所

３ その他必要な事項

（記載要領）

法人である場合は、住所は主たる事務所の所在地を、氏名は法人の名称及び代表者の氏名をそ

れぞれ記載する。



様式例第12号の７

和 解 の 仲 介 の 打 切 決 定 通 知 書

平成 年 月 日

申立人（被申立人、参加人）住所

氏名 殿

農業委員会

仲介委員 氏名 印

下記に記載する和解の仲介事件について、和解の仲介を行なってきましたが、当事者間に相当と

認められる内容で合意が成立する見込みがないと認められるので、和解不成立として事件を打ち切

ることに決定しましたので、通知します。

記

平成○○年仲介第○○号○○請求事件

申 立 人 氏名

被申立人 氏名

参 加 人 氏名

（記載要領）

法人である場合は、住所は主たる事務所の所在地を、氏名は法人の名称及び代表者の氏名をそ

れぞれ記載する。



様式例第12号の８

和 解 の 仲 介 申 立 て の 取 下 通 知 書

平成 年 月 日

被申立人（参加人） 住所

氏名 殿

農業委員会

仲介委員 氏名 印

下記に記載する和解の仲介事件について、その申立人から和解の仲介の申立ての取下げがありま

したので、通知します。

記

平成○○年仲介第○○号○○請求事件

申 立 人 氏 名

被申立人 氏 名

参 加 人 氏 名

（記載要領）

法人である場合は、住所は主たる事務所の所在地を、氏名は法人の名称及び代表者の氏名をそ

れぞれ記載する。



様式例第12号の９

和 解 の 仲 介 結 果 通 知 書

番 号

平成 年 月 日

都道府県知事 殿

農業委員会会長 印

下記１に記載する和解の仲介の申立事件について、和解の仲介が終了したので、その結果を通知

します。

記

１ 事件名及び当事者の氏名

平成○○年仲介第○○号○○請求事件

申 立 人 氏名

被申立人 氏名

参 加 人 氏名

２ 和解の仲介の終了の期日

平成 年 月 日

３ 和解の仲介結果

和解成立（又は和解不成立若しくは取下げ）

（記載要領）

１ 当事者が法人である場合は、氏名は法人の名称及び代表者の氏名を記載する。

２ 和解成立の場合には、和解調書の写しを添付する。



様式例第12号の10

事 件 番 号 平成 年仲介第 号

申 立 年 月 日 平成 年 月 日

事 件 名

申立人の住所氏名

被申立人の住所氏名

参加人の住所氏名

仲 介 委 員 の 氏 名

仲 介 の 結 果 平成 年 月 日 ○○

備 考

（記載要領）

１ 事件番号は、暦年ごとに一連番号とする。

２ 事件名は、その申立ての趣旨により「貸付地返還請求事件」「耕作権確認請求事件」等と記

載する。

３ 「仲介の結果」欄には、仲介終了の年月日とその結果を、「和解成立」、「和解不成立」及び

「取下げ」の区分により記載する。

４ その申立てに係る紛争が農地法第25条に規定する要件を欠くと認められ、農業委員会会長が

仲介を行なわない旨を決定したときは、「仲介の結果」欄に、その決定の年月日及び「却下」

と記載する。

５ 農業委員会が都道府県知事に対して農地法第25条第１項ただし書の申出をしたときは、「仲

介の結果」欄に、その申出の年月日及び「知事へ移送」と記載する。

６ 仲介委員の交替、仲介途中において「知事へ移送」したときには所要事項を「備考」欄に記

載する。



様式例第12号の11

和解の仲介記録簿

１ 事件の概要

事 件 番 号 年 仲介第 号

申 立 年 月 日 年 月 日

申立人の住所及び氏名 住所 氏名

相手方の住所及び氏名 住所 氏名

紛 争 の 概 要

２ 申立に対する処理

当事者への開始通知 年 月 日

受 理 知事への開始通知 年 月 日

仲 介 委 員 名 （仲介主任）

知事への申出 申出年月日 年 月 日 理由

却 下 理 由

３ 仲介の経過

期日・場所 出 席 者 仲 介 の 概 要

年 月 日 仲 介 委 員

申 立 人
（場所） 当 事 者

相 手 方

利 害 関 係 人

年 月 日 仲 介 委 員

申 立 人
（場所） 当 事 者

相 手 方



利 害 関 係 人

年 月 日 仲 介 委 員

申 立 人
（場所） 当 事 者

相 手 方

利 害 関 係 人

年 月 日 仲 介 委 員

申 立 人
（場所） 当 事 者

相 手 方

利 害 関 係 人

（小作主事が意見を求めた場合のみ）

４ 小作主事の意見

意 見 聴 取 年 月 日 年 月 日

小作主事の所属氏名

意 見 方 法 口頭・書面・その他

意 見 要 旨

５ 仲介結果

和解成立・和解不成立・取下 内 容

６ 知事への結果通知年月日 年 月 日



（記載要領）

１ １の「事件の概要」を申立書で代える場合は、事件番号のみ記載する。

２ ２の「申立に対する処理」が「知事への申出」及び「却下」の場合は、３以下の記載は不要

である。

３ ４の「小作主事の意見」は、書面により意見が述べられたときは、記載を省略して差し支え

ない。なお、意見書を本記録簿に整理して保管する。



様式例第12号の12

和 解 の 仲 介 の 開 始 通 知 書

番 号

平成 年 月 日

申立人（被申立人） 住所

氏名 殿

都道府県知事 印

○○農業委員会から申出のあった下記１に記載する和解の仲介事件について、農地法第28条第２

項の規定に基づき、担当小作主事を下記２のとおり指定して和解の仲介を行なわせることとしまし

たので、通知します。

なお、今後の仲介手続は担当小作主事が行なうこととなりますので、御了知ください。

記

１ 事件名及び当事者の氏名

平成○○年○○県仲介第○○号○○請求事件

申 立 人 氏名

被申立人 氏名

２ 指定した担当小作主事の氏名

小作主事 氏名

（記載要領）

法人である場合は、住所は主たる事務所の所在地を、氏名は法人の名称及び代表者の氏名をそ

れぞれ記載する。


